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　令和８年度 ３つの重点
 

　①時を守る　②場を清める　③礼を正す                 二中ホームページでも閲覧できます

　　「 時　間　管　理 」 

校　長　　横　田　健　男　 

　６月には、「３年修学旅行（６／２～６／４）」を実施しました。台風の影響が心

配されましたが、無事に終了することができました。５月に実施した「１年校外学

習（５／２９）」、「２年林間学校（５／２８～５／２９）」を含めて、各学年の「旅

行・集団宿泊的学習」に、ご理解とご協力をいただきましたことに感謝申し上げま

す。 

　また、「学校総合体育大会秩父郡市予選会」も開催されました。今年度初の公式

大会であるとともに、３年生にとっては中学校生活最後の公式大会でもありました。

二中生は、どの会場でも全力を出し切り、最後まで立派な態度で大会に参加するこ

とができました。PTA教育振興会からは、大会派遣補助等でご支援いただきました。

この場を借りて、御礼申し上げます。ありがとうございました。 

　さて、令和８年度１学期も７月に入り、残りわずかとなりました。４月に立てた

目標の達成度が、どの程度まで進んでいるのかを確認するよい機会です。「振り返

り」を行うことで、夏季休業日の過ごし方に反映させたり、目標を修正し再設定し

たりする場合もあるかと思います。 

　アマゾンの創業者ジェフ・ベゾスは、「最も貴重な資源は時間である」という考

え方を大切にしていたそうです。時間はすべての人に平等にあり、誰一人としてそ

の時間を増やすことも減らすこともできません。 

　ここでは夏季休業日に向けて、経営学者ドラッカーの「時間管理」を紹介します。 

 １　時間を記録する。（何に時間がとられているかを分析します。） 

 ２　時間を整理する。（大切な時間を奪う非生産的な要求をしりぞけます。） 

 ３　時間をまとめる。（こうして生まれた自由に使える時間をできるだけ大きく

 　　まとめます。）

　これが、ドラッカーの「時間管理」のスタートとなります。まずは、

日々の時間の使い方について分析するところから始めてはどうでしょ

うか。成果をあげるには、「時間を制する」ことが大切だと思うので

す。 

【御礼】秩父地区更生保護女性会様から「愛の図書費」寄贈 

　６月２３日（火）、秩父地区更生保護女性会様から「愛の図書費」

を寄贈していただきました。学校図書の充実のために使わせていた

だきます。ありがとうございました。

碧 心
　 へ　き　           し　ん 


